
井之川博幸市議は、さらに間伐材などを利用して発電し、売電で

きる「木質バイオマス発電所」を沼田市でも設置するよう要求しま

したが、市長はこれも「研究する」とのことでした。 

福島第１原発の過酷事故を受けて、原発はなんとしてもなくさな

ければならないと思います。しかし、一方で自然エネルギーの普及

も急務です。太陽光発電や風力、小水力発電と並んで、木質バイオ

マス発電がいま注目されています。特に森林面積が８０％以上で、

森林資源が豊富なこの沼田市でどうしてやらないのか不思議でなり

ません。 

電力を一定の価格で買い取る「再生エネルギー法」も来年施行さ

れます。この機会を逃さずすすめようではありませんか。 

また、太陽光発電もいっそう普及させなくてはなりません。太田

市では、市内の可能な住宅には全部設置するという壮大な計画を進

めています。ドイツでは、農地などに風車やパネルを設置して発電

し、農業収入と同等な収入を得ている農民発電組合が数多くありま

す。「再生エネルギー法」を利用して大いに普及させようではありま

せんか。 

沼田市議会は１４日開催された本会議で、群馬県保育問題連絡会（吉武徹

会長）から提出されていた「子ども・子育て新システムの導入に反対し、現

行保育制度の拡充を求める意見書提出を求める請願」を全会一致で採択し、

内閣総理大臣外関係閣僚、衆参議長に意見書を送付しました。意見書は、「子

ども・子育て新システム」に基づく保育制度改革ではなく、児童福祉法第２   

条、第２４条に基づく 
現行保育制度を堅持・ 
拡充すること」など６ 
項目の意見を述べてい 
ます。 

沼高同窓会（割田一敏会長）及び沼女同窓会（登坂正子会長）から市

議会へ提出されていた「高等学校再編整備計画に伴う沼高・沼女の存続

についての請願」は、１２月議会の総務文教常任委員会（９日）で反対

多数で「不採択」となっていましたが、１４日に開催された本会議で賛

成多数になり、逆転「採択」されました。 
請願者の願意は、「沼高・沼女の統合反対署名１８，８６０人を添付

した請願が、県議会で平成１７年に採択されている。それ以来、両校同

窓会に対する県教委の説明はされておらず、いまでも統合反対であるの

で、いま現在のまま存続されるよう取りはからってもらいたい。」とい

うものであります。 
請願反対派は、「県教委が柔軟な対応をとっているので、２校をあく

まで存続させるというのは認められない。」というもので、県教委の立

場に立ったものでありました。 
請願賛成派は、「少子化などの時代の流れはあるものの、学校の統合

などは、あくまで地域の合意が必要なのではないか。強引にすすめるべ

きものではない。」というもので、日本共産党市議団も同様な見解に立

って、請願に賛成しました。 
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 井之川博幸市議は、国はいままでバイオマス・ニッポン総 
合戦略に基づいて「バイオマスタウン構想」を市町村に策定 
するよう求めてきた（２０１１年現在３１８地区で策定）が、 
２００９年９月に「バイオマス活用推進基本法」を施行し、 
バイオマス活用のいっそうの推進を図るために、「市町村バ 
イオマス活用推進計画」を策定するよう求めていることを紹 
介し、特に木質バイオマスに注目しているので、本市にはそ 
の条件があり、地域活性化のためにも「策定」を緊急にすす 
める必要があるのではないかと質しました。 
 しかし市長は、「研究してみる」との答弁にとどまりました。 

井之川博幸市議 

 保育園児と井之川市議 


